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論 文 内 容 の 要 旨

人類歯牙の奇形の一種に円錐歯とよぶものがあり, これを摂取する食物の変遷推移に順応 した歯の退化

形とする者がある｡ これはとくに上顎の側切歯,上下顎の智歯および過剰歯などに現われ,また A nodontia

congenitalis partialis の際などにも見 うけるものである｡ ゆえに系統発生学ないし歯の形態学の分野にお

いては重要な意義を蔵 しているものといわなければならない｡ しかるに多数の円錐歯を蒐集 し, これを資

料として広 く深 く形態学的研究を試みたものはほとんど見あたらないといっても過言ではない｡

そこで著者は, 大阪歯科大学口腔病理学教室所蔵の部位ならびに前出状態の明確な円錐歯の多数例を研

究材料として, これを系統的に分類 し, 肉眼的ならびにレントゲン像による観察を行ない, 興味ある若干

の新知見を収めた｡

以下その成績の概要を列記すると

1) 円錐歯を前出部位によって次の 5 群に分類 した｡ すなわち, 1 , 退化型円錐切歯 2 , 正中歯 3 ,

前歯部過剰円錐歯 4 , 退化型円錐臼歯 5 , 臼歯部過剰円錐歯｡

2) 以上の分類による出現頻度は, 前歯部過剰円錐歯が巌も多く, 臼歯部過剰円錐歯, 正中歯, 退化型

円錐切歯, 退化型円錐臼歯の順位であった｡ ゆえにこの点から, 円錐歯は退化型よりも, 過剰歯のほうが

出現皮の多いことがわかった｡

3) 円錐歯を歯冠の形態により次のように分類 した｡ 1 , 単錐形 2 , 2 雛形 3 , 3 錐形 4 , 膏状

(多結節)0

4) その出現頻度は, 有歯模型と上 ･下顎の石膏模型を総合すると, 第 1型の単錐が最も多く, 2 錐,

菅状 (多結節), 3錐の順序に少なかった｡

5) 円錐歯所有の石膏模型の研究成績では, その円錐歯の各部の計測値と秤量値は退化型円錐歯と円錐

型過剰歯を比べると, 退化型円錐歯が円錐型過剰歯よりも発育の劣勢であることがわかった0

6) かつて他人により抜かれた円錐歯は, その筋山部位の判定はもとより, その歯の唇, 舌面や近 ･遠
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心面の弁別は困難なものといわれていた｡ この点にかんがみそのよりどころを求むべ く, 円錐歯の歯冠形

態を豊隆, 凹陥, 隆線, 港, 尖頭(切縁), 歯頚線轡曲について検討 した結果, 円錐歯の各面における次の

歯頚線轡曲の形態的差異が有要目標をなすことがわかった.

7) すなわち歯頚線轡曲の形態を展開図によって観察 した結果, その唇面ないし舌面の歯頚線轡曲はⅤ

字型のものが多いのに, 近 ･遠心の両面は水平ないし低い波状のものが圧倒的に多いので, この性状によ

って円錐歯の歯面の識別が可能である｡ また, 歯頚線轡曲の形態は前歯部の円錐歯では, 曲線oj胃隆が著

明であるのに, 臼歯部の円錐歯では曲線が緩徐で低い波状ないし水平であることによって鑑別すればよい｡

8) 円錐歯を, その歯冠の最大部で水平断面を作り, そこのエナメル質の厚さを計測 し, これによって

膚, 舌側の区別をなし得るか否かを観察 したが, 正常歯に同じく唇側が舌側よりも厚いことがわかった｡

9) レントゲン像により, 歯髄腔の形態を観察 したが, 歯髄腔の大きさは総 じて広大な幼若性状のもの

が多く, 老朽狭さ( 性状のものは少なく, その根管は全例とも単純根管であった｡

10) 円錐歯の前出状態は, 上顎では, 歯列弓外で, その舌側に位紀するものが最も多く, 歯列弓内の

ものがこれにつぎ, 歯列弓外で, その唇側に位置するものが最も少なかった｡ また, 下顎では歯列弓外で

その舌側に位置するものが最も多く, 唇側はこれにつぎ, そして歯冠は屈側に傾斜 し, 隣在~lzi-JI-8こ密接 して

前出しているものが多かった｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

人知に見 られる円錐歯は奇形歯の 1種であって, このような種類の歯牙は通常魚知や腰虫類などの低級

な奔椎動物が持っているものである｡ それで, このような歯牙の多数を蒐集していろいろの方面から研究

することば, 単に口腔病理学のみならず, 広 く/Ji物学的にも興味あることと考え, 著者は掲題のような研

究を試みたのである｡

もともと円錐歯自体は発達度低 く, つねに小形で, 形態も単純な原始歯形で, これが人類の生活株式の

推移に順応 しつつ現在のように複雑化 したものと考えられているが, 従来の業報は少数症例のものが大部

分であって, 多数の円錐歯について, その形態ならびに前出状態などを病理解剖学的に精査 したものはな

いと言うも過言ではない｡著者の本回の69症例についての検索は,この点からみてもはなはだ注目に値する｡

研究成績としては多くの興味ある事実が提示されているが, まづ円錐歯はその前出部位によって 5 種類

に分類され, その出現頻度は前歯部過剰歯が最も多く, 退化型円錐臼歯が最も少なく, また退化型よりも

過剰歯としてのものが多いことが知られた｡ また円錐歯は歯冠の形態から, 単錐型, 2 錐型, 3 錐型, 多錐

型などの 4 型に分別され, 単錐型が鼓も多く3 錐型が最も少ないということを認めた｡

また, いったん抜き去られた円錐歯は, かつての前出部位はもとより, その唇面, 舌面, 近心面, 遠心

面などの弁別も困難とされているが, 著者は歯頚線轡曲の形態を展開図によって観察 し, その曲線の波形

によって歯面の鑑別を可能ならしめ, また最大厚径部の水平断面で舌側よりも唇側が厚いエナメル質を持

つことで歯面の判別をなし得ることを示 したことなどは本研究中の最も重要な新知見である｡

以上のほかにも, 著者は人類円錐歯につき種々興味ある検索結果を提示 しているのであって, 口腔病理

学上寄与するところのものが多い｡

したがって, この論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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